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１／１５平成１７年

（１６３増）７７,７９４人　口
（７６増）３９,０２３　　男
（８７増）３８,７７１　　女
（６０増）３７,５８５世帯数

１月１日現在　推計（前月比）

　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税

１７

申
告
と
、
平
成　

年
分
所
得
税
の

１６

確
定
申
告
の
申
告
期
間
は
、
２
月

　

日
�
か
ら
３
月　

日
�
ま
で
で

１６

１５

す
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。

　

た
だ
し
、
２
月　

日
�
・
３
月

２７

　

日
�
は
、
平
日
市
役
所
に
来
庁

１３で
き
な
い
方
の
た
め
に
申
告
の
受

け
付
け
を
し
ま
す
の
で
利
用
く
だ

さ
い
（
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後

３０

３
時
ま
で
。
昼
休
み
を
除
く
）。

〔
市
民
税
・
都
民
税
申
告
書
〕
２

階
課
税
課

〔
所
得
税
確
定
申
告
書
〕
武
蔵
府

中
税
務
署

※
計
算
、
記
入
済
み
の
確
定
申
告

書
は
、
申
告
期
間
中
、（
２
月　

日
２７

�
・
３
月　

日
�
も
含
む
）
市
役

１３

所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
平

成　

年
度
か
ら
、
今
ま
で
均
等
割

１７
額
を
負
担
し
て
い
る
夫
と
同
じ
市

内
に
住
む
妻
の
均
等
割
額
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
段
階
的

に
平
成　

年
度
は
２
�
０
０
０
円
、

１７

平
成　

年
度
か
ら
は
４
�
０
０
０

１８

円
の
均
等
割
額
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者

特
別
控
除
も
、
配
偶
者
の
所
得
に

よ
り
次
の
よ
う
に
取
り
扱
い
が
変

わ
り
ま
す
。

〔
配
偶
者
の
所
得
が　

万
円
以

３８

下
〕
配
偶
者
控
除
の
み
対
象

〔
配
偶
者
の
所
得
が　

万
円
を
超

３８

え　

万
円
以
下
〕
配
偶
者
特
別
控

７６
除
の
み
対
象

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
、

税
務
署
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

　

来
場
の
際
に
は
、
筆
記
用
具
、

電
卓
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
午
前
８
時
か
ら
配
布
す

る
整
理
券
の
番
号
順
に
受
け
付
け

ま
す
が
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

　

な
お
、
譲
渡
所
得
・
相
続
・
贈

与
の
相
談
は
、
行
い
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
税
・
都
民

税
は
課
税
課
。
所
得
税
は
武
蔵
府

中
税
務
署
�
０
４
２
（
３
６
２
）

４
７
１
１

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

■
提
出
先

■
平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税

１７

の
主
な
改
正
点

■
税
務
署
職
員
に
よ
る
確
定
申
告

書
作
成

 ■確定申告書作成会場
会　場定　員相談時間日　程

中央公民館

２７０人
午前９時３０分

～正午
午後１時～４時

１月２６日�

２３０人１月２７日�

２３０人１月２８日�

２５０人１月３１日�

※ご自身で確定申告書を作成していただきます。
※職員は作成方法のアドバイスを行います。
※武蔵府中税務署は、２月２０日�・２７日�は開庁します。
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〔
内
容
〕
地
区
住
民
が
協
議
会
を
設

立
し
、
調
査
・
検
討
の
う
え
地
区
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
素
案
を
市
に
提
案

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
区
内
に

お
け
る
開
発
や
建
築
等
を
行
う
と
き

の
基
準
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
特
徴
〕
要
件
（
協
議
会
認
定
、
計

画
の
提
案
）
を
で
き
る
だ
け
低
く
し

ま
し
た
。

〔
運
用
実
績
〕
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
設
立（
１
地
区
）

〔
内
容
〕
市
民
等
が
、
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
で

調
査
、
研
究
や
実
践
等
の
活
動
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
市
へ
提
案
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〔
特
徴
〕
提
案
を
１
人
で
も
で
き
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

〔
運
用
実
績
〕
テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
認
定（
２
団
体
）

〔
内
容
〕
市
内
で
一
定
規
模
以
上
の

開
発
や
建
築
等
を
行
う
と
き
の
手
続

き
で
、
合
意
形
成
に
向
け
た
手
順
を

規
定
し
て
い
ま
す
。

〔
特
徴
〕
説
明
会
の
開
催
を
義
務
付

け
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
・
事
業
者

や
市
が
公
開
の
場
で
意
見
調
整
を
行

う
調
整
会
に
つ
い
て
規
定
し
ま
し
た
。

〔
運
用
実
績
〕
開
発
等
協
議
適
用
物

件（
開
発　

件
、
建
築　

件
、
う
ち
調

１３

１６

整
会
開
催
２
件
）

　

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
基
準

や
、
テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

全
市
的
な
高
さ
制
限
や
最
低
敷
地
規

模
制
限
な
ど
、
基
準
や
ル
ー
ル
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
る
こ
と
に
よ
り
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
は
、
施
行
か
ら
１
年
が
経
過
し
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
動
き
を

見
せ
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
開
発
等
協
議
は
、
調
整
会

に
進
ん
だ
事
業
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
１
件
目
は
事
業
者
の
譲
歩
に
よ

り
、
２
件
目
は
調
整
会
の
勧
告
を
事

業
者
、
住
民
双
方
が
受
け
入
れ
た
こ

と
に
よ
り
解
決
し
ま
し
た
。
し
か
し

条
例
を
活
用
し
た
地
区
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
策
定
や
都
市
計
画
の
手
法
な

ど
の
基
準
づ
く
り
を
進
め
、
初
め
か

ら
意
見
の
対
立
が
起
こ
ら
な
い
状
況

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意

見
や
要
望
を
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
具
体
化
し
て
い
く
よ
う
努

力
し
ま
す
。

主

な

内

容

今

後

の

課

題

　

テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り

　

開
発
等
協
議

　

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
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広報こまえ　平成１７年（２００５年）１月１５日　�

平成１４年度平成１５年度区　　　分

３２７人３２３人職員数（Ａ）

１３人２０人
普通昇給期間（１２月）を短縮
して昇給した職員数（Ｂ）

４．０％６．２％比率（Ｂ／Ａ）

東京都国狛江市区分

（平成１５年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
６月期 １．６０月 ０．４５月
 （０．７５月） （０．２５月）
１２月期 １．６５月 ０．４５月
 （０．９５月） （０．２５月）
３月期 ０．２５月 －
 （０．１０月） （－）
小計 ３．５０月 ０．９０月
 （１．８０月） （０．５０月）
期末勤勉手当合計 ４．４０月
  （２．３０月）
職務段階別加算　あり
（　）内は、再任用職員に係る
支給割合

（平成１５年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
６月期 １．４０月 ０．７０月
 （０．７５月） （０．３５月）
１２月期 １．６０月 ０．７０月
 （０．８５月） （０．３５月）

小計 ３．００月 １．４０月
 （１．６０月） （０．７０月）
期末勤勉手当合計 ４．４０月
  （２．３０月）
職務段階別加算　あり
（　）内は、再任用職員に係る
支給割合

（平成１５年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
６月期 １．５５月 ０．５０月
 （０．７５月） （０．２５月）
１２月期 １．５０月 ０．６０月
 （０．９５月） （０．２５月）
３月期 ０．２５月 －
 （０．１０月） （－）
小計 ３．３０月 １．１０月
 （１．８０月） （０．５０月）
期末勤勉手当合計 ４．４０月
  （２．３０月）
役職加算割合
部長職２０％、課長職１５％、課
長補佐職等１０％、係長職員等
５％
（　）内は、再任用職員に係る
支給割合

勤

勉

手

当

期

末

手

当

（平成１６年３月３１日現在）
（支給率）
 普通退職 定年等退職
勤続２０年 ２４．２５月 ３５．０月
勤続２５年 ３２．５月 ４５．５月
勤続３５年 ４９．７５月 ５９．２月
最高限度 ５０．０月 ５９．２月
加算措置　定年前早期退職特例措置

 （２～２０％加算）
退職時の特別昇給
公務上の死亡、整理退職等

１号給

（平成１６年３月３１日現在）
（支給率）
 普通退職 定年等退職
勤続２０年 ２１．０月 ２７．３月
勤続２５年 ３３．７５月 ４２．１２月
勤続３５年 ４７．５月 ５９．２８月
最高限度 ５９．２８月 ５９．２８月
加算措置　定年前早期退職特例措置

 （２～２０％加算）
退職時の特別昇給
整理退職等

１号俸

（平成１６年３月３１日現在）
（支給率）
 普通退職 定年等退職
勤続２０年 ２４．２５月 ３８．０月
勤続２５年 ３２．５月 ５０．０月
勤続３５年 ４９．７５月 ６２．７月
最高限度 ６０．０月 ６２．７月
加算措置　定年前早期退職特例措置

 （２～２０％加算）
退職時の特別昇給
定年退職、勧奨退職の場合

２号給

退

職

手

当

　市職員の給与は、地方公務員法に
基づいた給与制度に沿い、国や都が民間企業の給与実態
などを調査して行う勧告の内容や、都および 26市の状況を考慮して、
市議会の議決によって定められる条例等で決められています。
　また、市長、助役、収入役、教育長の給料や、市議会議員の報酬は、「狛江市特
別職報酬等審議会」の答申に基づき、市議会の議決を経て、条例で定めています。
　市職員の給与の公表は、市民の皆さんに、職員給与がどのように支払われているかを
知っていただくために、毎年その概要をお知らせしています。
　主な内容は、国や都との比較を含め、平成 1５年度の支給状況と、平成 1６年 4月 1日現在の
職員給与などです。
〔問い合わせ〕給与の公表については職員課、定員の状況については企画調整課

国の制度国の制度との異同内　　容区　分

配偶者 １３，５００円
その他の親族 ６，０００円
特定期間のある子 ５，０００円

異なる
配偶者 １４，５００円
その他の親族 ６，８００円
特定期間のある子 ５，１００円

扶養手当

借家、借間居住職員に対する支給
限度額 ２７，０００円

異なる
世帯主 １０，５００円
世帯主以外の者 ７，２００円

住居手当

交通機関の支給限度額 ５５，０００円異なる交通機関は全額通勤手当

１０％支給率

調整手当

（平成１５年度）

全職員支給対象の職員数

０～１２％国の制度（支給率）

３８，４５４円
支給対象職員１人あたり平均支給月額
（平成１５年度決算）

全職種区分

特殊勤務手当

（平成１５年度）

３３．５％職員全体に占める手当支給職員の割合

６，５６１円支給対象職員１人あたり平均支給月額

７手当の種類

徴収手当、清掃作業等従事手当、訪問・指導等従事手当、感
染症防疫作業従事手当、行路病人および行路病死者取扱作業
従事手当、出動手当、変則勤務従事手当

７３，８７１千円支給総額
１５年度

超過勤務手当
１１，７２６円職員１人あたり平均支給月額

８４，０９７千円支給総額
１４年度

１３，０９９円職員１人あたり平均支給月額

計

５等級４等級３等級２等級１等級区　分

定形業務
の 係 員

高度な業
務の係員

係長および高度
専門業務の係員

課長および
課 長 補 佐

部　長
標準的な
職務内容

３２３人２３人５５人１７４人６３人８人職員数

１００％７．１％１７．０％５３．９％１９．５％２．５％構成比

１００％４．８％２０．３％５９．２％１３．０％２．７％１年前の
構 成 比参　

考 １００％４．８％２０．３％５９．２％１３．０％２．７％５年前の
構 成 比

※給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。
※職員数は、福祉職・技能労務職等を除いたものです。

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　分

－
（３７１，８００円）

－
（３２２，６００円）

－
（２７４，３００円）

大学卒一　般
行政職 －

（３３２，４００円）
－

（２８３，９００円）
－

（２３５，９００円）
高校卒

※職員の経験年数別・学歴別は該当ありません。
※（　）内は、直採用者給料月額の標準モデルです。

東京都国狛江市

区　分 採用２年経
過日給料額

初任給
採用２年経
過日給料額
（�類）

初任給
（�類）

採用２年経
過日給料額

初任給

２０３，６００円１７９，８００円１９８，６００円１７９，８００円
１９３，９４２円
（１９７，９００円）

１７５，３２２円
（１７８，９００円）

大学卒一　般
行政職 １５３，３００円１４４，０００円１４８，５００円１３８，８００円

１５８，６６２円
（１６１，９００円）

１４５，４３２円
（１４８，４００円）

高校卒

※（　）内は、２％減額前です。
※この初任給のほか、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当などが支給され
ます。

技能労務職一般行政職
区分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

４２歳６月３３９，０００円４５歳１０月３７６，３００円狛江市
４７歳９月２８３，３８４円４０歳２月３２７，５５５円国
４７歳０月３３５，４０７円４３歳４月３６１，１７７円東京都

１人あたり
給与費

（Ｂ／Ａ）

給　与　費職員数
Ａ

区分
計　Ｂ期末勤勉手当職員手当給　料

７，２６０千円４，０２９，０９６千円１，０５７，０５２千円６０５，６２６千円２，３６６，４１８千円５４６
（９）１６年度

 調整手当 ２５２，６８４千円 扶養手当 ６２，８８７千円 管理職手当 ４９，８９１千円
 住居手当 ６７，５２６千円 超過勤務手当 １０１，２１０千円 特殊勤務手当 １７，１７６千円
 通勤手当 ４６，７５２千円 宿日直手当 １，０００千円 児童手当 ６，５００千円

職　員
手当の
内　訳

※職員手当は、退職手当を除いたものです。
※給与費は、当初予算に計上された額であり、給与改定分は含まれていません。
※（　）内は、再任用短時間勤務職員です。

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

実質収支
歳出額
（Ａ）

住民基本台帳人口
（平成１６年３月３１日）

区分

２４．２％５，３３６，１０９千円５７２，４０９千円２２，０４２，１６１千円７５，２４８人１５年度
※人件費には、給与費のほか退職手当に関する費用や共済費並びに特別職に支給
される給料、報酬等も含まれます。
※普通会計とは、総務省が定めた統一基準により、全地方自治体が用いる地方財
政統計上の会計区分のことです。



�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）１月１５日

平成１５年度支給割合退職手当給料月額等区　分

 ６月期 ２．０５月
 １２月期 ２．１０月
 ３月期 ０．２５月
  計４．４０月

期

末

手

当

１年につき４．０月
７６２，６００円
（９３０，０００円）

給　

　

料

市　 長

１年につき３．０月
７１２，０００円
（８００，０００円）

助　 役

１年につき２．５月
６６３，０５０円
（７４５，０００円）

収 入 役

市長１８％、助役・
収入役１１％を減
額

 ６月期 ２．０月
 １２月期 ２．７５月 （３．０月）
 ３月期 －
  計４．７５月 （５．０月）

期

末

手

当

－５６７，０００円

報　

　

酬

議 長

－５０６，０００円副 議 長

－４８９，０００円常任委員長

－４８１，０００円議 員

※（　）内は、減額前です。

ア　部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

対前年増減数職　員　数区　分

部　門 平成１６年平成１５年平成１４年平成１６年平成１５年平成１４年

０００７７７議 会

一

般

行

政

部

門

０△１＋３１１４１１４１１５総 務

００△１３６３６３６税 務

＋２△４＋１１８８１８６１９０民 生

△２００３８４０４０衛 生

－－－－－－労 働

０００１１１農林水産

０００６６６商 工

００△１４０４０４０土 木

０△５＋２４３０４３０４３５　 小 計

△８△２△１４９７１０５１０７教 育特
別
行
政
部
門

－－－－－－警 察

△８△２△１４９７１０５１０７　 小 計

△８△７△１２５２７５３５５４２普通会計計

－－－－－－病 院公
営
企
業
等
会
計
部
門

－－－－－－水 道

０００７７７下 水 道

△１００４８４９４９そ の 他

△１００５５５６５６　 小 計

△９△７△１２５８２５９１５９８　 合 計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員は除きます。
※平成１３年から介護保険事業に従事する職員を「その他」に計上しています。

イ　平成１６年の職員数の増減状況

主な増減理由差　引減員数増員数部　門

０００議 会

一

般

行

政

部

門

国勢調査事務の増、自動車運転業
務の委託による減

０１１総 務

０００税 務

組織改正および事務量見直し等に
よる増減

＋２２４民 生

退職者不補充△２２０衛 生

－－－労 働

０００農林水産

０００商 工

０００土 木

公民館組織の統合等による減△８８０教 育特
別
行

政
部
門 －－－警 察

－－－病 院公
営
企
業
等

会

計

部

門

－－－水 道

０００下 水 道

組織改正による減△１１０そ の 他
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児
童
扶
養
手
当
は
、
平
成　

年
１０

７
月
以
前
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
が
父
か
ら
認

知
さ
れ
た
場
合
は
、
除
外
規
定
に

よ
り
支
給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
平
成　

年
に
最
高

１４

裁
判
所
が
「
本
規
定
は
母
子
家
庭

を
支
援
し
よ
う
と
い
う
法
律
の
主

旨
に
反
し
無
効
」
と
す
る
判
断
を

示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
そ
の
規
定
に
よ

り
支
給
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け
し

ま
す
。

〔
対
象
〕
平
成　

年
７
月
以
前
に
、

１０

児
童
が
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
た
め

に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
（
申
請
を
行
わ
な
か
っ

た
方
を
含
む
）
※
当
時
東
京
都
に

在
住
の
方
の
み

〔
支
給
対
象
期
間
〕
喪
失
等
処
分

日
（
申
請
の
あ
っ
た
方
）
ま
た
は

認
知
さ
れ
た
日
（
申
請
を
行
わ
な

か
っ
た
方
）
の
属
す
る
月
の
翌
月

か
ら
平
成　

年
７
月
分
ま
で
※
支

１０

給
額
は
当
時
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

〔
手
続
き
〕
処
分
通
知
書
（
却
下

通
知
書
）
な
ど
、
当
時
の
状
況
が

わ
か
る
資
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
事
情
に
よ
り
資
料

を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
�
�
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平
日
の
開
庁
時
間
内
に
市
役
所

に
来
庁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
平
成　

年　

月
か
ら

１６

１０

次
の
と
お
り
窓
口
を
開
設（
試
行
）

し
て
い
ま
す
。

　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
に

確
認
く
だ
さ
い
。

〔
開
設
日
・
時
間
〕

▽
毎
月
第
２
・
最
終
日
曜
日

　

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時

３０

ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

を
除
く
）

▽
毎
月
第
１
・
３
・
５
水
曜
日

　

通
常
業
務
終
了
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
（
年
末
年
始
お
よ
び
水
曜

日
が
祝
日
に
あ
た
る
日
を
除
く
）

〔
開
設
窓
口
〕
市
民
課
・
課
税
課
・

収
納
課
・
保
険
年
金
課

〔
業
務
の
取
り
扱
い
〕

▽
転
入
、
転
出
や
世
帯
変
更
な
ど

住
民
基
本
台
帳
の
異
動
は
、
取
り

扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
は
交
付
で
き

ま
す
が
、
印
鑑
登
録
は
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
。

▽
戸
籍
の
届
け
出
は
、
お
預
か
り

と
な
り
ま
す
。

▽
水
道
料
金
・
粗
大
ご
み
手
数
料

な
ど
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

※
休
日
・
夜
間
に
住
民
票
の
写
し

と
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
で
き

る
電
話
サ
ー
ビ
ス
や
自
動
交
付
機

も
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課
・
課
税

課
・
収
納
課
・
保
険
年
金
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　ラスパイレス指数とは、地方公務員と国家公務員の給与
水準を、国家公務員の構成を基準として、職種ごとに学歴
別、経験年数別に平均給料月額を比較し、国家公務員の給
与を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示したも
のです。

■ラスパイレス指数の推移



〔
日
時
〕
２
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１４母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

４
〜
６
カ
月
児
の
保
育
に
つ
い
て

の
話
と
離
乳
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
協
力
で
、
受
講
中
は
赤

ち
ゃ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
別
表
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕　

人
（
３
日

３０

間
参
加
可
能
な
方
）
※
１
年
以
内
に

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で
骨
密
度
測

定
を
し
た
方
は
、
今
回
測
定
は
行
え

ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１７１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
２
月
５
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
時
間
は
１
時
〜
１
時　
１０

分
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕
妊
娠　

〜　

週
未
満
の
妊

１６

３６

婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー〔
定
員
〕

先
着　

組
〔
内
容
〕
沐
浴
実
習
、
妊

１２

婦
体
験
、
育
児
の
話
な
ど
〔
持
ち
物
〕

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
※
動
き

や
す
い
服
装
で
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１７１
１
８
１
へ
。

▽
第
１
回
〔
日
時
〕
２
月
８
日
�
午

前　

時
〜
正
午
〔
内
容
〕
統
合
失
調

１０
症
の
理
解
〔
講
師
〕
橋
本
和
幸
さ
ん

（
調
布
は
し
も
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
医

師
）
▽
第
２
回
〔
日
時
〕　

日
�
午

１７

後
２
時
〜
４
時
〔
内
容
〕
家
族
の
対

応
〔
講
師
〕
乾
真
実
さ
ん
（
狛
江
の

ん
び
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
）〔
対
象
〕

　

代
・　

代
で
統
合
失
調
症
の
診
断

２０

３０

を
受
け
て
間
も
な
い
方
の
家
族
〔
会

場
〕
旧
狛
江
調
布
保
健
所
※
予
約
制

（
１
月
末
ま
で
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩

府
中
保
健
所
�
０
４
２
（
３
６
２
）

２
３
３
４
へ
。

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
お
子
さ
ん
の
身
長
、

体
重
も
測
れ
ま
す
）。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時　

２６

３０

分
〜　

時　

分
〔
会

１１

３０

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕

母
子
健
康
手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時　

２１

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
プ
レ
パ
パ
学
級
（
父
親
学
級
）

■
育
児
相
談

■
健
康
づ
く
り
教
室
「
骨
粗
し
ょ
う

症
」

広報こまえ　平成１７年（２００５年）１月１５日　�

■
育
児
学
級

　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税

１６

（
第
４
期
分
）、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
７
期
分
）、
介
護
保
険
料
（
第

７
期
分
）
の
納
期
限
は
、
１
月　

日
３１

�
で
す
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

２
月
１
日
に
「
２
０
０
５
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
か

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本

的
な
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
を
は
じ
め
、
各

方
面
で
広
く
利
用
で
き
る
総
合
的
な

統
計
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
員
が

持
参
す
る
調
査
票
に
、
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
で
得
ら
れ
ま
し
た
個

人
情
報
を
、
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

〔
受
付
期
間
〕
１
月　

日
�
か
ら　

１７

３１

日
�
ま
で

〔
提
出
書
類
〕
�
申
請
書
�
営
業
概

要
表
�
営
業
許
可
書
の
写
し
�
衛
生

監
視
票
（
�
・
�
は
学
校
教
育
課
で

配
布
）

※
衛
生
監
視
票
は
、
多
摩
府
中
保
健

所
へ
申
請
く
だ
さ
い
（
申
請
後
１
カ

月
く
ら
い
か
か
り
ま
す
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
期
間
〕
１
月　

日
�
か
ら
２
月
４

２１

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

２
月
４
日
は
午
前
中
ま
で
）

〔
会
場
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

〔
所
在
地
〕
都
内
全
域

〔
募
集
戸
数
（
空
家
想
定
戸
数
）〕

約
２
�
７
０
０
戸
（
指
定
法
人
管
理

型
を
含
む
）
※
公
社
の
一
般
賃
貸
住

宅
は
こ
の
募
集
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

〔
主
な
申
込
資
格
〕
�
都
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方
�
同
居
親
族
（
内

縁
、
婚
約
者
を
含
む
）が
い
る
方
�
都

が
定
め
る
所
得
収
入
基
準
の
範
囲
内

で
あ
る
こ
と
�
確
実
な
連
帯
保
証
人

を
立
て
ら
れ
る
方
（
指
定
法
人
管
理

型
を
除
き
、保
証
会
社
の
利
用
も
可
）

〔
申
込
方
法
〕
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
閉
じ
込
ま
れ
て
い
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
く
だ

さ
い
。

〔
申
込
期
間
・
申
込
用
紙
販
売
期

間
〕
１
月　

日
�
か
ら
２
月　

日
�

２７

１０

ま
で
※
上
記
期
間
中
の
消
印
が
あ
り
、

２
月　

日
�
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
に

１４

到
着
し
た
も
の
の
み
有
効

〔
申
込
用
紙
販
売
場
所
〕
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
ほ
か
都

内
お
よ
び
近
県　

カ
所
で
販
売
（
１

３８

部
２
０
０
円
税
込
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
公
社
募
集
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
０
９
）
２
２
４
４

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
３
時
か

２９

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
財
政
課

〔
日
時
〕
２
月
８
日
�
午
後
２
時
か

ら〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
３
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
６
時　

２０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
か

２１

１１

ら〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

心
身
障
害
学
級
連
合
展
覧
会

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
調
査
実
施

平
成　

・　

年
度
学
校
給
食

１７

１８

物
資
納
入
業
者
の
登
録

都
民
住
宅
あ
き
家
入
居
者

（
待
機
者
）
募
集

�
第
６
回
狛
江
市
補
助
金
検
討
委
員

会�
狛
江
市
ご
み
半
減
推
進
審
議
会

�
狛
江
市
環
境
保
全
審
議
会

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１６

２３

３０

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

■健康づくり教室「骨粗しょう症」
講 師内 容日 時

西山和男さん
（狛江市医師
会）

骨粗しょう症について
骨密度測定

２月１５日�
午後１時３０分～３時

運動指導員手軽にできる運動（実
技）

２月１７日�
午後１時３０分～３時

栄養士・看護
師

栄養の話
骨密度測定結果説明
まとめ

２月２４日�
午後１時３０分～３時

■
精
神
保
健
福
祉
講
演
会

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
期



〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
か

２９

１１

ら（
展
示
は
午
前　

時
か
ら
）〔
会
場
〕

１０

エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
〔
内
容
〕
踊
り
や

歌
の
ス
テ
ー
ジ
、
書
道
や
陶
芸
な
ど

の
展
示
・
絵
手
紙
講
習
会
※
ふ
る
さ

と
友
好
都
市
川
口
町
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２２

１０

　

時　

分
〔
会
場
〕
第
一
小
学
校

１１

３０

〔
内
容
〕
人
形
劇
「
か
み
な
り
さ
ま

と
、
さ
く
ら
ま
る
」
ほ
か

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
湊
�
（
３
４
３

０
）
２
０
４
０

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
開

２３

１１

場
・　

時　

分
開
演
〔
会
場
〕
エ
コ

１１

３０

ル
マ
ホ
ー
ル
〔
出
演
団
体
〕
糸
音
の

会
・
駒
登
美
会
・
龍
鳳
会
・
貞
山
会
・

舞
希
会
・
幸
花
会
・
佳
久
芳
会
歌
扇

支
部
・
民
恵
会
・
扇
汐
会
・
水
曜
会
・

一
祥
会
・
さ
ざ
な
み
会

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
文
化
協
議

会
・
佐
藤
�
（
３
４
８
９
）
０
９
４

６〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２９

４
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展

示
・
多
目
的
室〔
定
員
〕１
０
０
人（
一

時
保
育
あ
り
。
要
予
約
）〔
講
師
〕
吉

田
育
美
さ
ん
（
愛
光
女
子
学
園
法
務

教
官
）〔
内
容
〕「
子
ど
も
た
ち
と
ど

の
よ
う
に
向
き
合
う
か
」

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
企
画

調
整
課
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
・　

日
�
午

２５

２６

前　

時
〜
午
後
４
時
〔
会
場
〕
ビ
ン
・

１０
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー〔
参
加
費
〕

１
５
０
円
〔
持
ち
物
〕
古
い
背
広
・

裁
ち
ば
さ
み
・
ミ
シ
ン
糸
・
裁
縫
道

具
・
も
の
さ
し
・
筆
記
用
具
〔
定
員
〕

各
日　

人
１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１７

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

〔
日
時
〕
２
月
４
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
対
象
〕
成
人

〔
定
員
〕
先
着　

人
２０

〔
費
用
〕
５
０
０
円

（
材
料
実
費
）〔
講

師
〕
磯
久
子
さ
ん

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。

〔
日
時
〕
２
月
５
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館
〔
定

員
〕
小
学
校
５
・
６
年
生
お
よ
び
中

学
生
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ

２０

ン
・
ふ
き
ん
・
三
角
布

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
國
井

�
（
３
４
８
９
）
０
８
８
３
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
・
２
月
８
日

２６

�
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
（
予

３０

３０

約
制
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
商
工
会
�
（
３
４
８
０
）
０
１
７

８
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

３０

３０

分
〜
３
時　

分
〔
会
場
〕
中
央
公
民

３０

館
〔
題
名
〕
犬
養
孝
の
万
葉
百
首

（
Ｃ
Ｄ
を
聴
き
な
が
ら
）〔
指
導
〕
加

藤
弘
さ
ん

〔
問
い
合
わ
せ
〕玉
川
碑
に
集
う
会
・

加
藤
�
（
３
４
８
９
）
５
６
８
１

　

１
月　

日
�
午
前
９
時　

分
ま
で

２０

３０

停
電
の
た
め
受
付
事
務
は
で
き
ま
せ

ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

▽
第
８
回「
就
職
フ
ェ
ア
」　

予
約
不

要
・
無
料
で
、
企
業
の
担
当
者
と
直

接
面
談
が
で
き
ま
す
〔
日
時
〕
１
月

　

日
�
・　

日
�
午
後
１
時
〜
４
時

２６

２７

（
受
け
付
け
は
零
時　

分
か
ら
）〔
会

３０

場
〕
六
本
木
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
〔
対
象
〕

平
成　

年
３
月
大
学
院
・
大
学
・
短

１７

大
・
高
専
等
卒
業
予
定
者
お
よ
び
お

お
む
ね　

歳
代
ま
で
の
同
学
歴
の
既

２０

卒
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
学
生
職
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
�

（
３
５
８
９
）
８
６
０
９

▽
求
人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
就
職
情
報

を
毎
日
提
供
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

▽
平
日
夜
間
の
年
金
相
談　
〔
日
時
〕

１
月　

日
�
、
２
月
７
日
�
・　

日

２４

１４

�
・　

日
�
、３
月
７
日
�
・　

日
�
・

２１

１４

　

日
�
・　

日
�
午
後
７
時
ま
で

２２

２８

▽
土
・
日
曜
日
の
年

金
相
談　
〔
日
時
〕

１
月　

日
�
、
２
月

２２

　

日
�
・　

日
�
、

１９

２０

３
月　

日
�
・　

日
�
午
前
９
時　

１２

１３

３０

分
〜
午
後
４
時

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
　

市
役
所
２
階
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
毎

月
交
替
で
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

〔
内
容
〕
▽
１
月　

茶
道
具
（
狛
江

市
茶
道
連
盟
）▽
２
月　

手
工
芸（
手

工
芸
グ
ル
ー
プ
）▽
３
月　

書
道（
書

海
社
女
流
展
）
▽
４
月　

陶
芸
（
野

歩
）
▽
５
月　

押
し
花
（
梨
花
の
会
）

▽
６
月　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
（
キ
ル
ト

コ
ン
パ
ス
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
文
化
協
議

会
・
晝
間
�
０
４
２
４
（　

）
９
８

８８

１
１

〔
日
時
〕２
月
１
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

セ
ミ
ナ
ー�

■
若
葉
会
会
食
会

■
古
布
再
生
「
背
広
を
ベ
ス
ト
に
」

〜
ほ
ど
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
よ

う
〜

■
商
工
会
消
費
税
講
習
会

■
第　

回
「
新
春
の
集
い
」

３０

■
市
民
総
合
体
育
館

�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）１月１５日

催
　
し�

�

■
四
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

「
狛
江
の
文
化
・
芸
術
の
祭
典
」

■
狛
江
市
文
化
協
議
会
展
示
物

■
就
職
活
動
中
の
皆
さ
ん
へ

■
子
育
て
支
援
講
座
〜
子
ど
も
と
の

接
し
方
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
〜

■
万
葉
名
歌
玉
川
碑
に
因
ん
だ
万
葉

集
の
学
習
会

■
折
り
紙
教
室
�
「
お
ひ
な
様
を
作

り
ま
し
ょ
う
」

■
青
少
年
第
三
育
成
委
員
会
「
小
・

中
学
生
の
交
流
を
兼
ね
た
お
菓
子
作

り
教
室
」

■
あ
そ
び
の
会

■
平
日
夜
間
お
よ
び
土
・
日
曜
日
の

年
金
相
談

お
知
ら
せ�

鶏

　

昭
和
一
〇
年
発
行
の
狛
江
村
史
を

見
る
と
、
昭
和
九
年
の
農
家
総
数
三

二
一
戸
、
一
〇
羽
以
上
の
飼
育
戸
数

二
五
八
戸
、
飼
育
数
二
九
八
六
羽
、

産
卵
一
年
間
で
三
八
七
二
二
〇
個
と

あ
る
。
そ
れ
か
ら
見
る
と
農
家
の
八

〇
％
が
鶏
を
飼
っ
て
い
て
、
一
戸
平

均
九
羽
位
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
〇

羽
未
満
を
入
れ
る
と
大
部
分
の
農
家

が
飼
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

種
類
と
し
て
は
白
色
レ
グ
ホ
ン
が

多
か
っ
た
。
庭
に
大
き
な
鳥
小
屋
を

作
り
、
中
に
止
ま
り
木
を
つ
け
て
夜

は
そ
こ
に
止
ま
ら
せ
て
お
く
。
餌
は

野
菜
や
雑
穀
の
屑
を
与
え
、
朝
に
な

る
と
戸
を
開
け
て
庭
に
出
す
か
ら
、

庭
に
い
る
小
さ
な
虫
や
草
の
実
な
ど

を
食
べ
て
い
た
。
大
自
然
の
中
で

育
っ
た
鶏
の
玉
子
は
殻
が
固
く
、
黄

身
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
。

　

犬
や
子
ど
も
に
追
わ
れ
れ
ば
飛
び

上
が
っ
て
木
の
枝
に
止
ま
る
し
、
夜

に
な
れ
ば
黙
っ
て
い
て
も
小
屋
に

戻
っ
て
く
る
。
と
き
に
は
物
置
き
の

中
で
一
夜
を
過
ご
す
も
の
も
い
た
。

　

玉
子
は
鳥
小
屋
に
戻
っ
て
き
て
生

む
か
ら
取
り
は
ぐ
れ
る
心
配
は
な
い
。

取
っ
た
玉
子
は
農
事
実
行
組
合
な
ど

を
通
し
て
出
荷
す
る
。

　

小
売
り
値
段
は
、
週
刊
朝
日
値
段

史
年
表
に
よ
る
と
、
昭
和
八
年
で
一

〇
〇
匁
（
三
七
五
グ
ラ
ム
）
二
一
銭

と
あ
る
か
ら
、
一
個
七
〇
グ
ラ
ム
の

平
均
的
な
玉
子
が
一
個
約
四
銭
と
い

う
勘
定
に
な
る
。
国
鉄
入
場
券
も
蕎

麦
一
杯
も
一
〇
銭
の
時
代
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
玉
子
は
販
売

に
ま
わ
さ
れ
て
、
農
家
の
現
金
収
入

に
な
る
。
鶏
を
飼
育
し
て
い
る
農
家

で
さ
え
、
病
気
で
も
し
な
け
れ
ば
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
玉
子
を
売
っ

た
お
金
で
子
供
の
物
を
買
っ
た
と
い

う
話
も
あ
る
。

　

当
時
は
肉
を
あ
ま
り
食
べ
な
か
っ

た
が
、
正
月
な
ど
人
が
集
ま
る
時
に

は
、
玉
子
を
生
ま
な
く
な
っ
た
鳥
を

 
潰 
し
て 
捌 
い
て
食
べ
た
。
だ
か
ら
こ

つ
ぶ 

さ
ば

の
頃
の
人
は
捌
き
方
も
上
手
だ
っ
た
。

　
 
鶏
糞 
は
良
い
肥
料
に
な
る
。
だ
か

け
い
ふ
ん

ら 
掻 
き
集
め
て
、
乾
燥
さ
せ
、
畑
に

か
撒
い
た
り
堆
肥
に
混
ぜ
込
ん
だ
。

　

非
農
家
で
も
庭
の
片
隅
に
鳥
小
屋

を
作
っ
て
、
二
、
三
羽
飼
っ
て
い
る

家
が
多
か
っ
た
。
こ
の
ほ
う
は
取
っ

た
玉
子
は
み
な
自
家
用
で
あ
る
。

　

子
供
達
も
ひ
よ
こ
を
飼
う
の
が
楽

し
み
だ
っ
た
。
縁
日
で
買
っ
て
き
た

雛
を
箱
に
入
れ
、
そ
の
中
に
湯
た
ん

ぽ
や
電
球
を
入
れ
て
温
め
て
飼
っ
た
。

　

戦
後
の
傾
向
を
統
計
こ
ま
え
で
見

る
と
、
飼
育
数
は
昭
和
四
三
年
の
五

三
一
〇
羽
を
ピ
ー
ク
に
下
降
し
て
五

〇
年
に
は
六
一
五
羽
に
な
っ
た
。

　

飼
育
戸
数
も
戦
後
一
貫
し
て
減
少

を
続
け
、
五
〇
年
に
は
た
っ
た
の
二

戸
。
一
戸
平
均
三
〇
八
羽
で
あ
る
。

　

大
量
飼
育
で
な
い
と
採
算
が
あ
わ

な
い
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同

じ
五
〇
年
に
一
個
七
〇
グ
ラ
ム
の
平

均
的
な
玉
子
が
わ
ず
か
二
六
円
、
蕎

麦
一
杯
が
二
〇
〇
円
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
都
市
化
に
よ
る
農
地
の

減
少
、
宅
地
の
増
加
が
続
き
、
匂
い

や
騒
音
に
対
す
る
苦
情
が
多
く
な
り
、

養
鶏
業
は
ま
す
ま
す
や
り
に
く
く

な
っ
て
い
っ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１３２－

〔
日
時
〕
２
月
５
日
�
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・
多
目
的
室

〔
定
員
〕先
着
１
０
０
人
※
保
育
希
望
者
は
１
月　

日
�
ま
で
に
連
絡
く

２８

だ
さ
い
。

〔
講
師
〕
京
極
理
恵
さ
ん
（
「
Ｙ
ｏ
ｍ
ｉ
ｕ
ｒ
ｉ　

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ
」
編

集
部
記
者
）

〔
内
容
〕
▽
第
１
部
講
演
会
「
揺
ら
ぐ
「
男
ら
し
さ
」
―
あ
な
た
に
と
っ

て
「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
と
は
何
で
す
か
―
」
▽
第
２
部
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
情
報
紙
「
こ
ま
え
ー
る
」
第
５
号
を
公
共
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

第　

回
男
女
平
等
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

１３



〔
職
種
〕
市
立
小
・
中
学
校
の
事
務

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名
（
年
齢　

歳
５０

ま
で
の
方
）〔
勤
務
時
間
等
〕
２
月
１

日
〜
平
成　

年
３
月　

日
の
教
育
委

１８

３１

員
会
が
指
定
す
る
日
（
週
４
日
・
１

日
５
時
間
）〔
応
募
書
類
〕
１
月　

日
２４

�
ま
で
に
履
歴
書
持
参
。
応
募
書
類

は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
学
校

教
育
課
へ
。

〔
内
容
〕
地
域
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
を
検
討
〔
応
募
資
格
〕
狛
江

市
、
武
蔵
野
市
、
三
鷹
市
、
府
中
市
、

調
布
市
、
小
金
井
市
在
住
の　

歳
以

２０

上
の
方
〔
募
集
人
員
〕
３
人
以
内

〔
任
期
〕
２
年
以
内
〔
応
募
方
法
〕

２
月　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

１８

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
お
よ
び
作
文
「
今
後
の
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
期
待
す
る
こ
と

〜
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
の
視
点
か
ら

〜
」
を
１
�
２
０
０
字
以
内
に
ま
と

め
郵
送
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
１

８
３
―
０
０
２
２
府
中
市
宮
西
町
１

―　

―
１
多
摩
府
中
保
健
所
�
０
４

２６
２
（
３
６
２
）
２
３
３
４
へ
。

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
１
時　

２４

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

ル
〔
内
容
〕
都
立
狛
江
高
校
の
生
徒
・

卒
業
生
・
市
内
在
住
・
在
勤
者
に
よ

る
朗
読
、
市
内
合
唱
団
に
よ
る
合
唱

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
朗
読

劇
は
１
月　

日
�
、
合
唱
は
２
月　

３１

２８

■
学
校
事
務
臨
時
職
員

■
北
多
摩
南
部
地
域
保
健
医
療
協
議

会
の
委
員

広報こまえ　平成１７年（２００５年）１月１５日　�

　

従
来
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
介
護
保
険
制
度
で
は
「
介
護
老

人
福
祉
施
設
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

「
こ
ま
え
苑
」
と
「
こ
ま
え
正
吉

苑
」
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

自
宅
で
の
介
護
や
生
活
が
困
難

な
方
に
対
し
、
施
設
で
の
集
団
生

活
の
中
で
入
所
者
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
生
活
全
般
の
介
護
を
提

供
し
ま
す
。
ま
た
、
季
節
や
趣
味

活
動
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
所
で
き
る
方
は
、
要
介
護
認

定
で
「
要
介
護
１
〜
５
」
と
認
定

さ
れ
た
方
で
す
。
入
所
の
際
に
は

各
施
設
に
直
接
申
し
込
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
が
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
は
入
所
希
望
者
の
待
機
が
多
い

こ
と
か
ら
、
介
護
の
必
要
性
や
家

族
な
ど
の
状
況
に
よ
り
必
要
性
が

高
い
と
認
め
ら
れ
る
方
か
ら
優
先

的
に
入
所
で
き
る
方
法
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

施
設
内
に
は
医
師
や
看
護
師
、

介
護
職
員
の
ほ
か
、
生
活
相
談
員

や
機
能
訓
練
員
な
ど
、
入
所
者
の

日
常
生
活
の
介
護
に
合
わ
せ
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
原
則
と
し
て
費
用
の

１
割
を
負
担
し
、
そ
の
ほ
か
に
食

費
、
日
常
生
活
費
の
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

�

�

�

��

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
���

��������������	�
������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

��
��

��

　

多
摩
川
五
本
松
近
く
に
あ
る
こ

の
公
園
に
は
、
松
林
と
い
う
名
の

と
お
り
、
真
っ
直
ぐ
な
松
の
木
が

並
ん
で
い
ま
す
。

　

日
当
た
り
も
よ
く
、
川
か
ら
吹

く
風
が
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
公

園
で
す
。

　

天
気
の
良
い
日
に
は
、
砂
場
で

遊
ぶ
親
子
連
れ
や
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

の
途
中
で
ひ
と
休
み
す
る
人
の
姿

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

募
　
集�

�

日
�
ま
で
に
平
和
憲
法
を
広
め
る
狛

江
連
絡
会
・
小
俣
�
（
３
４
８
８
）

１
４
３
７
へ
。

■
い
き
い
き
広
場
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
」　
〔
日
時
〕
２

月
５
日
�
午

前　

時
〜
正

１０
午
〔
対
象
〕

市
内
在
住
・

在
学
の
小
・

中
学
生
〔
定

員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
５
０
０
円

２０

〔
申
し
込
み
〕
１
月　

日
�
午
前
９

１７

時
か
ら

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
時
間
〕
午
後
３
時　

分
か
ら
（
乳

４５

幼
児
の
お
は
な
し
は
３
時　

分
か

３０

ら
）
▽
１
月　

日
�
〔
絵
本
〕
ス
ー

１７

ジ
ー
ち
ゃ
ん
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・
お

お
か
み
と
七
ひ
き
の
子
や
ぎ
〔
お
は

な
し
〕
飴
は
ど
く
▽　

日
�
〔
絵
本
〕

２４

あ
お
ち
ゃ
ん
き
い
ろ
ち
ゃ
ん
・
お

し
ゃ
べ
り
の
た
ま
ご
や
き
〔
お
は
な

し
〕
貧
乏
神
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
た

３１

な
か
さ
ん
ち

の
ひ
っ
こ
し
・

お
ば
け
の

ジ
ョ
ー
ジ
ー

〔
紙
芝
居
〕　
１２

月
の
も
の
が

た
り

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕１

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

２１

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

十
二
支
の
は
じ
ま
り
〔
お
は
な
し
〕

だ
め
と
い
わ
れ
て
ひ
っ
こ
む
な
〔
折

り
紙
〕
ね
ず
み

■
「
平
和
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」
参

加
者

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

公
民
館�

�

図
書
館�

�

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

かまどろ かめ

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
１
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

２６

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
乳
幼
児

親
子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込

３０

み
〕　

日
�
か
ら

１５

■
図
工
ク
ラ
ブ
�
期
（
１
月　

日
２２

〜
３
月　

日
）　
〔
活
動
日
〕
隔
週

１９

土
曜
日
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

〔
対
象
〕
小
学
校
２
〜
６
年
生
〔
定

員
〕　

人
〔
申
し
込
み
〕
１
月　

２０

１５

日
�
か
ら
先
着
順

■
映
画
会
「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ

（
ア
ニ
メ
）」　
〔
日
時
〕
１
月　

日
２６

�
午
後
２
時
〜
３
時
〔
対
象
〕
小

学
生
（
乳
幼
児
保
護
者
同
伴
可
）

■
折
り
紙
教
室
「
お
り
が
み
の
こ

ま
で
遊
ぼ
う
」　
〔
日
時
〕
１
月　
２４

日
�
午
後
３
時
〜
４
時　

分
〔
対

３０

象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕
先
着　

人
１５

■
子
ど
も
人
形
劇
「
ジ
ャ
ッ
ク
と

豆
の
木
」
ほ
か　
〔
日
時
〕
２
月
２

日
�
午
後
３
時
開
演
・
４
時
ご
ろ

ま
で
〔
対
象
〕
小
学
生
・
幼
児
（
保

護
者
同
伴
）〔
申
し
込
み
〕
１
月　
１７

日
�
か
ら

■
豆
ま
き　
〔
日
時
〕
２
月
３
日
�

午
前
９
時　

分
〜　

時

４０

１１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕
１
月　

日
２０

�
午
前　

時
〜　

時
（
雨
天
中
止
）

１０

１１

■
人
形
劇
（
ス
ー
プ
）
と
園
庭
開

放　
〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

２６

１０

時
〜　

時
１１

◎
駄
倉
保
育
園

　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

◎
多
摩
川
保
育
園

　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

���������������������������������������������������������������������������������������������������

　地面を掘り窪めて床を作る竪
穴住居は、今から約１万年ほど
前の縄文時代の始めごろから、
１１世紀ごろまで、一般的な住ま
いとして作り続けられてきまし
た。縄文時代早期ごろまでは、
住居の外に炉が作られることが
一般的でした。しかし縄文時代
前期以降、円形・楕円形の住居
の中心に炉が作られるようにな
り、住居の内部を照らす明かり
として、また暖をとったり、食
べ物の煮炊きに用いたりとさま
ざまな用途に利用されていました。
　さらに古墳時代半ばを過ぎる

と、住居の壁面に作り付ける竈
が普及します。竈は壁面にＵ字
状に粘土を貼り付けて作ります。
その際に大きな河原石や甕を芯
材にして、その周りに粘土を貼
り付けて形作ったり、レンガ状
に加工した切石を積み上げて作
るなど、竈の作り方にもいくつか
のバラエティーが認められます。

〔問い合わせ〕社会教育課

���������

←竈←竈


